
区として家庭や保護者
に対する支援、教育力
向上や親子関係が希薄
な家庭への支援にもっ
と力を注ぐ必要性を感
じる。教育の現場から
見た家庭の教育力、親
子関係に対する現状と
課題は。 

日本語指導が必要な児
童・生徒への対応とし
て、空き教室を使用し、
日本語の個別指導が行
われていると認識して
いる。今後外国人児童・
生徒が増えると予想さ
れ、適切な指導体制の
構築が必要と感じるが
どうか。  

社会で生きていくために
必要な金融や経済に関す
る基礎知識を身につける
ことを目的とした金融教
育は、有用だ。金融教育
と現状と今後についての
考えは。

本区では、花の都中央区
宣言を制定し、花や緑で
包まれた美しいまちづく
りに取り組んでおり、本
区に全都道府県の花、各
都道府県を象徴する花を
そろえてはどうか。これ
らの取組を通じて、様々
な地方との連携のきっか
けをつくり、持続可能で
魅力ある都市として、他
の地域の発展にも寄与す
ることも期待できる。

家庭教育や親子関係に
関する悩みや不安のほ
か、不登校や虐待の疑
いなど、課題のある家
庭の報告を受けている。
教育委員会としては、
支援を必要としている
子どもや家庭の状況を
把握した際は、学校と
緊密に連携し、迅速に
教育センター、子ども
家庭支援センター等に
つなげ、家庭の問題解
決の支援を図っている。

日本語指導が必要な児
童・生徒は年々増加傾向
にあり、速やかに日本の
学校教育に適応できるよ
う、日本語の習得状況に
応じた語学指導員による
個別指導を実施してい
る。令和５年度は、８２
名の児童・生徒に語学指
導員を配置し、約八割が
中国語を母国語とする児
童・生徒であり、日本語
の習得状況は様々であ
る。学校生活は文化や国
籍の違いから課題はある
が、教員や語学指導員が
適宜対応している。

各学校では、学習指導要
領に基づき、家庭科の授
業で、お金の大切さと計
画的な使い方などを、中
学校で計画的な金銭管理
の必要性や売買契約の仕
組みなど学習している。
阪本小学校では、会計士
やファイナンシャルプラ
ンナーをゲストティー
チャーに招いた授業や、
仮想の店舗販売体験を
行っている。子どもたち
の金融リテラシーを高
め、区内の金融機関等と
の連携を視野に入れなが
ら、金融教育の充実を
図ってまいりたい。

区では花や緑をきっかけ
とした多くの交流を行っ
てきた。銀座・築地周辺
みどりのプロムナード構
想で、各都道府県の花や
木を配置するとしてお
り、全国とのつながりを
掲げているところであ
る。今後も引き続き機会
を捉えて、本区に住み、
働き、集う全ての人々の
地域への誇りや愛着心を
醸成するべく、シティプ
ロモーション事業にも力
を尽くしてまいりたい。

１１月に行われた中央区議会第４回定例会では、 教育環境の充実化を中心に一般質問を行いました。
変化の激しい時代において、その教育の在り方には多くの課題がありますが、一つひとつしっかりと向き合い、
皆様の声を丁寧に伺いながら安全で魅力あふれる地域づくりに取り組んでまいります。

令和６年第４回定例会　一般質問

家庭の教育力
向上の支援を

外国人児童・生徒
への教育は十分か 金融教育の推進を 中央区制施行

八十周年に向け、
全国の花が咲く
中央区に

A.

A.

A.A.

Q. Q.Q.Q.
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● 福島県喜多方市山都町
● 聖心女子大学文学部国文学科 卒業

● 花は自らの力で開く
● 茶道・華道・剣道・料理・傾聴
● テニス・ヨガ・フラダンス・散策・旅行
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2024年

中央区立晴海西小学校・晴海西中学校落成及び開校記念式典に
参列させて頂きました。
PTAという形態ではなく、ボランティアを募り保護者の皆様に関わっ
て頂くという校長先生のお言葉があり、皆様が自ら学校を切り拓いて
いくという意気込みを感じました。
栄えある第一期生の児童・生徒の皆様の未来は希望に満ちていま
す。新しい校舎で、のびのびと有意義な学校生活を送ることができ
ますよう私も全力で応援していきます。

東京八重洲に移転オープンした「八重洲いしかわテラス」に行って参
りました。能登の地酒や食品、輪島塗りなどの工芸品などの販売、
展示をする復興応援ブースがあり、たくさんの来訪者で活気づいて
いて応援ムードを感じました。
地震からの復興状況について発信も行われています。自分にできる
ことを考え、応援して参りたいと思います。

中央区立あかつき公園で開催されたエコまつりは、大勢の方々で賑
わいました。
1月に脱炭素による未来共創に関する連携協定を締結した、福島県
大熊町の出展もありました。今後、星空観察などの自然体系や、東
日本大震災の被害状況および復興まちづくりの姿を感じられる防災
教育など、中央区と大熊町が連携した、宿泊を伴う交流体験ツアー
の実施が予定されています。自治体間交流の推進をして参りたいと
考えております。

福祉保健委員会の行政視察で北海道函館市へ行って参りました。
函館市では、介護人材確保・育成促進事業や介護助手活用促進事
業、介護のしごと魅力発信教室の開催事業など、介護人材確保に
向けた様々な取り組みが行われています。
令和6年4月からは、初めて介護職員等として就労を開始した方に
対して奨励金を支給、また、介護人材等地域定着奨励事業を実施
していることを、函館市役所で伺いました。
中央区の介護事業所では81.8%が介護職の不足を感じると回答し
ています。現場の実情をしっかり把握し、対策を講じて参ります。

3月

6月

12月

10月


